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第４章 重点戦略 [ 戦略３ 観光・交流戦略 ]

目指す姿４ 活気あふれる「スポーツ立県あきた」の実現

施策の方向性③全国・世界で活躍できるアスリートの発掘と育成・強化

【主な取組】

(3) 指導者や審判に対する研修やスポーツ科学センターの機能強化によ

る多面的な支援

施策の方向性④スポーツ活動を支える人材の育成と環境の整備

【主な取組】

(2) 計画的な既存スポーツ施設の改修

(3) 新体育館や新スタジアムの整備に向けた検討

施策４ 全国・世界で活躍できるアスリートの発掘と育成・強化

方向性(2) 競技力向上を支える人材の育成と環境整備

＜主な取組＞

② 秋田県スポーツ科学センターの機能強化による、スポーツ

医・科学や様々なデータを活用したトップアスリートへの

多面的で高度な支援

○ (略)定期的な体力診断(略)とフィードバック(略)

○ (略)最新の医・科学情報を収集(略)

○ (略)巡回指導(略)分析機能を強化(略)

○ (略)測定機器の充実(略)

○ (略)指導技術や知識を研修(略)

施策５ スポーツ活動を支える人材の育成と環境の整備

方向性(2) スポーツ施設の充実とスポーツに親しむ環境の整備

＜主な取組＞

① 計画的な既存施設の整備・改修

○ 各スポーツ施設において(略)あきた公共施設等総合管理

計画(略)に基づき、施設をより長期間使用できるよう改

修・更新を継続します。

○ 新たな体育館については、基本構想の策定を行うなど整

備に向けた検討を進めます。また、整備に当たっては、ア

リーナ機能の追加や県スポーツ科学センターとの複合化

を検討します。

基本的な方針

存続

複合化(主)を実施

集約・複合化の検討について

建替えのうえ、アリーナ機能の

追加及びスポーツ科学センター

との複合化を検討する。

目標使用年数 60年(R10･2028)

・目標使用年数経過にあわせ、建替

えを実施する。

・建替えまでは、利用者等の安全確

保を第一に考え、設備機器等に

ついて最小限の計画的な修繕・

更新を実施し、建物を維持する。

基本的な方針

廃止

複合化(従)を実施

集約・複合化の検討について

今後、体育館との複合化(従)を検討

する。

目標使用年数 60 年(R21･2039)

・複合化(従)となった場合の建物の扱

いについては、今後検討する。

・目標使用年数経過までは、利用者等の

安全確保を第一に考え、設備機器等に

ついて最小限の計画的な修繕・更新を

実施し、建物を維持する。

【令和４年度（2022 年度）の主な動き】

４月 スポーツ振興課内に専門の班を設置

５月 新体育館の基本計画等の策定に向けた基礎調査に着手

６月 県議会に新体育館の基本的な考え方を説明

・秋田の元気を創造する拠点づくりの視点が不可欠

・アリーナと体育館の両方の機能が必要

・開館の目標時期は令和 10 年（2028 年）秋

７月 スポーツ庁長官のトップセールス

・ＰＦＩ手法による整備運営について知事と意見交換

９月 県議会に基礎調査の実施状況を中間報告

・建設候補地の要件は「公有地」＋「都市計画等の制約の範

囲内」の２つ（八橋運動公園と県立中央公園が該当）

１２月 県議会に基礎調査の結果を報告

本日 第１回新県立体育館整備基本計画検討委員会
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